
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資 料 





資料１ 調査団員・氏名 

 

（１）現地調査Ⅰ 

団員名 担当業務 所属先 

永石 雅史 団長 JICA地球環境部 

中条 典彦 教育企画 1 JICA人間開発部基礎教育グループ基礎教育

第 1課 

箱田 卓也 教育企画 2 JICA人間開発部基礎教育グループ基礎教育

第 1課 

吉澤 博幸 業務主任／建築計画 ㈱毛利建築設計事務所 

コルソーバー 知子 副業務主任／建築設計 1 ㈱毛利建築設計事務所 

谷 義博 建築設計 2／設備計画 ㈱毛利建築設計事務所 

福島 淳一 河川調査／洪水対策 1 八千代エンジニヤリング㈱ 

梅木 知裕 河川調査／洪水対策 2 八千代エンジニヤリング㈱ 

溝口 昌晴 土砂災害対策 1 八千代エンジニヤリング㈱ 

渡辺 肇 土砂災害対策 2 八千代エンジニヤリング㈱ 

一番ヶ瀬 佳昭 施工計画／調達事情／積算 ㈱毛利建築設計事務所 

田中 真紀 教育計画 ㈱毛利建築設計事務所 

 

（２）現地調査Ⅰ-2 

氏名 業務内容 所属 

中条 典彦 団長／教育企画 JICA人間開発部基礎教育グループ基礎教育

第 1課 

吉澤 博幸 業務主任／建築計画 ㈱毛利建築設計事務所 

谷 義博 建築設計 2／設備計画 ㈱毛利建築設計事務所 

 

（３）現地調査Ⅱ（概要説明調査） 

氏名 業務内容 所属 

大木 智之 団長（現地参団） JICAニカラグア事務所 

箱田 卓也 教育企画 JICA人間開発部基礎教育グループ基礎教育

第 1課 

吉澤 博幸 業務主任／建築計画 ㈱毛利建築設計事務所 

荒又 多美子 建築設計 2／設備計画 ㈱毛利建築設計事務所 
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資料２ 調査行程 

（１）現地調査Ⅰ 

永石　雅史 中条　典彦 箱田　卓也 吉澤　博幸 コルソーバー　知子 谷　義博 福島　淳一 梅木　知裕 溝口　昌晴 渡辺　肇 一番ヶ瀬　佳昭 田中　真紀

団長 教育企画1 教育企画2 業務主任／建築計画
副業務主任／建築設計

1
建築設計2／設備計画 河川調査／洪水対策1 河川調査／洪水対策2 土砂災害対策1 土砂災害対策2

施工計画／調達事情／
積算

教育計画

6日間 9日間 8日間 42日間 21日間 40日間 37日間 24日間 37日間 24日間 26日間 32日間
1 2014/6/6 金 日本→マナグア 日本→マナグア 日本→マナグア 日本→マナグア

2 2014/6/7 土
広域調査コンサルと
の打ち合わせ

日本→マナグア
広域調査コンサルとの
打ち合わせ

広域調査コンサルとの
打ち合わせ

広域調査コンサルとの
打ち合わせ

3 2014/6/8 日 団内打ち合わせ 団内打ち合わせ 日本→マナグア 団内打ち合わせ 日本→マナグア 団内打ち合わせ 団内打ち合わせ 日本→マナグア
4 2014/6/9 月 官に同行 官に同行 官に同行 官に同行 aに同行
5 2014/6/10 火 ↓ 再委託準備 ↓ ↓ ↓
6 2014/6/11 水 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

7 2014/6/12 木 グアテマラへ ↓ ↓ ↓ ↓ 日本→マナグア ↓

8 2014/6/13 金 ↓ ↓ ↓ ↓ 積算関連調査 ↓

9 2014/6/14 土 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

10 2014/6/15 日
団内打ち合わせ、資
料整理

団内打ち合わせ、資
料整理

↓ 資料整理 ↓ ↓ 資料整理 ↓

11 2014/6/16 月 他案件調査へ 他案件調査へ
MINEDへ地方視察報
告、サイト調査確認

日本→マナグア 再委託契約 aに同行 日本→マナグア aに同行 日本→マナグア ↓ aに同行

12 2014/6/17 火
13 2014/6/18 水 サイト調査合同 N-19, N-23
14 2014/6/19 木 M-5 M-5 N-22, N-25 M-5 N-22, N-25 N-22, N-25 M-5 積算関連調査 N-22, N-25
15 2014/6/20 金 M-3, M-4, M-18 M-3, M-4, M-18 N-24, N-16 M-3, M-4, M-18 N-24, N-16 N-24, N-16 M-3, M-4, M-18 ↓ N-24, N-16
16 2014/6/21 土 M-16, M-9 M-16, M-9 N-20, N-2 M-16, M-9 N-20, N-2 N-20, N-2 M-16, M-9 ↓ N-20, N-2

17 2014/6/22 日 団内会議、資料整理 団内会議、資料整理 団内会議、資料整理 団内会議、資料整理 団内会議、資料整理 団内会議、資料整理 団内会議、資料整理 マナグアへ移動 団内会議、資料整理

18 2014/6/23 月 N-10, N-15 M-2, M-13 N-10, N-15 M-2, M-13 N-10, N-15 N-10, N-15 M-2, M-13 積算関連調査 M-2, M-13
19 2014/6/24 火 N-30, N-14 M-10, M-14 N-30, N-14 M-10, M-14 N-30, N-14 N-30, N-14 M-10, M-14 ↓ M-10, M-14
20 2014/6/25 水 N-17, N-21 M-17, M-6 N-17, N-21 M-17, M-6 N-17, N-21 N-17, N-21 M-17, M-6 ↓ 第5次学校運営調査

21 2014/6/26 木 N-4 M-11, M-8 N-4, N-11 M-11, M-8 N-4, N-11 N-4, N-11 M-11, M-8 ↓
ヌエバ・セゴビア
MINED、第5次学校運営
調査

22 2014/6/27 金
マドリスMINED、第5次
案件視察

M-12, M-1 N-18, N-1 M-12, M-1 N-18, N-1 N-18, N-1 M-12, M-1 ↓
マドリスMINED、第5次
学校運営調査

23 2014/6/28 土 N-3, N-29 M-7, M-15 N-3, N-29 M-7, M-15 N-3, N-29 N-3, N-29 M-7, M-15 ↓ M-7, M-15

24 2014/6/29 日
団内会議、マナグアへ
移動

団内会議、資料整理 団内会議、資料整理 団内会議、資料整理 団内会議、資料整理 団内会議、資料整理 団内会議、資料整理 資料整理
団内会議、マナグアへ
移動

25 2014/6/30 月 建築関連調査
M-19, M-20、マドリス
MINED報告

N-9, N-13
M-19, M-20、マドリス
MINED報告

N-9, N-13 N-9, N-13
M-19, M-20、マドリス
MINED報告

調達関連調査 教育関連調査

26 2014/7/1 火 ↓ N-8, N-26 N-5, N-6 N-8, N-26 N-5, N-6 N-5, N-6 N-8, N-26 ↓ ↓
27 2014/7/2 水 ↓ N-12, N-28 N-27, N-7 N-12, N-28 N-27, N-7 N-27, N-7 N-12, N-28 ↓ ↓

28 2014/7/3 木 ↓
ヌエバ･セゴビアMINED
報告、マナグアへ移動

ヌエバ･セゴビアMINED
報告、マナグアへ移動

ヌエバ･セゴビアMINED
報告、マナグアへ移動

ヌエバ･セゴビアMINED
報告、マナグアへ移動

ヌエバ･セゴビアMINED
報告、マナグアへ移動

ヌエバ･セゴビアMINED
報告、マナグアへ移動

↓ ↓

29 2014/7/4 金 第4次案件視察 第4次案件視察 建築関連調査 サイト調査結果整理 サイト調査結果整理 サイト調査結果整理 サイト調査結果整理 ↓ ↓
30 2014/7/5 土 サイト調査結果整理 マナグア→ 建築関連調査 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
31 2014/7/6 日 資料整理 日本 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 マナグア→ 資料整理

32 2014/7/7 月
教育省へサイト調査報
告

建築関連調査 災害関連調査
教育省へサイト調査報
告

災害関連調査
教育省へサイト調査報
告

日本
教育省へサイト調査報
告、教育関連調査

33 2014/7/8 火
建築関連調査、WB、教
育省協議

建築関連調査、WB、教
育省協議

災害関連調査、教育省
協議

マナグア→
災害関連調査、教育省
協議

マナグア→ マナグア→

34 2014/7/9 水 AECI、教育省協議 ↓ ↓ 日本 ↓ 日本 日本
35 2014/7/10 木 JICA事務所報告 ↓ JICA事務所報告 JICA事務所報告
36 2014/7/11 金 教育省協議 教育省協議 マナグア→ マナグア→
37 2014/7/12 土 建築関連調査 建築関連調査 日本 日本
38 2014/7/13 日 資料整理 資料整理
39 2014/7/14 月 建築関連調査 建築関連調査

40 2014/7/15 火
テクニカルノート署
名、JICA事務所報告

テクニカルノート署
名、JICA事務所報告

41 2014/7/16 水 マナグア→ マナグア→
42 2014/7/17 木 日本 日本

マドリス県へ
M-6, M-8, M-11, N-1
マドリス県MINED表敬

ヌエバ・セゴビア県MINED表敬
N-6, N-5, N-12, N-28, N-7, N-1

N-19, N-23
マナグアへ移動

サイト調査準備→地方へ

JICA コンサルタント

JICA打ち合わせ、教育大臣表敬、インフラ局協議
インフラ局とミニッツ協議
インフラ局とミニッツ協議、ミニッツ署名
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（２）現地調査Ⅰ-2 

 

JICA
中条　典彦 吉澤　博幸 谷　義博

団長／教育計画 業務主任／建築計画 建築設計2／設備計画
5日間 6日間 9日間

1 2014/9/7 日 東京→マナグア 東京→マナグア

2 2014/9/8 月
東京→マナグア、JICA打
ち合わせ、教育省表敬

JICA打ち合わせ、教育省
表敬

JICA打ち合わせ、建
築・積算関連調査

3 2014/9/9 火 教育省協議 教育省協議
教育省協議、建築・積
算関連調査

4 2014/9/10 水
教育省協議・ミニッツ署
名、JICA報告

教育省協議・ミニッツ署
名、JICA報告

建築・積算関連調査

5 2014/9/11 木 マナグア→ マナグア→ ↓

6 2014/9/12 金 →東京 →東京 ↓

7 2014/9/13 土 ↓

8 2014/9/14 日 マナグア→

9 2014/9/15 日 →東京

コンサルタント

 

 

（３）現地調査Ⅱ（概要説明調査） 

 
JICA

箱田　卓也 吉澤　博幸 荒又　多美子

教育企画 業務主任／建築計画 建築設計2／設備計画

8日間 12日間 12日間

1 2015/2/15 日 日本→マナグア 日本→マナグア 日本→マナグア

2 2015/2/16 月 JICA、教育省協議 官団員に同行 官団員に同行

3 2015/2/17 火 教育省協議 同上 同上

4 2015/2/18 水 同上 同上 同上

5 2015/2/19 木 同上 同上 同上

6 2015/2/20 金 ミニッツ署名 同上 同上

7 2015/2/21 土 マナグア→ 資料整理 資料整理

8 2015/2/22 日 →日本 オコタルへ移動 オコタルへ移動

9 2015/2/23 月

10 2015/2/24 火

11 2015/2/25 水 マナグア→ マナグア→

12 2015/2/26 木 日本 日本

ヌエバ･セゴビア県教育事務所訪問、NS-18、NS-23

マドリス県教育事務所訪問、M-1、M-6、マナグアへ移動

コンサルタント
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資料３ 関係者（面会者）リスト 

 

（１）現地調査Ⅰ及びⅠ-2時 

教育省（Ministerio de Educación, MINED） 

Sra. Miriam Raudez  大臣 

Sr. Marlon Siu 副大臣 

Sra. Aura Carolina Rayo B. 大臣官房 法務アドバイザー 

Sr. Pavell Montenegro A. 法務室 合法化コーディネーター 

Sr. Mario Alberto García 法務室 法務アドバイザー 

Sra. Valeria Mendieta Rostrán 対外協力局 局長 

Sra. Denisse Guerrero B 対外協力局 分析官 

Sra. Elia Suárez Silva 対外協力局 資金管理室責任者 

Sra. Vilma Pantja 対外協力局 分析官 

Sra. Marisol Urbina González 災害連絡技術班 分析官 

Sr. Fidel Orozco Mairena 学校インフラ総局 学校施設確認・基準局長 

Sra. Itzel Altamirano C. 学校インフラ総局 分析官 

Sra. Johana McConnell L. 学校インフラ総局 分析官 

Sra. Ileana Mendoza Ramirez 学校インフラ総局 環境専門家 

Sra. Mayra Silva 学校インフラ総局 社会専門家 

Sra. Danessa Alejandra Obregon N. 
学校インフラ総局

投資前部 
予算コーディネーター 

Sr. Freddy Reyes Sandoval 調達局 局長 

Sr. Felix Treminio Flores 教育技術局 教育技術官 

Sra. Cela Argentina Moreno T. 教育技術局 オフィサー 

Sr. Luis Ramón Hernández Cruz 初等教育総局 局長（代理） 

Sr. Gerarda Manuel Garcia 初等教育総局 指導主事 

Sra. Karla Rpsales Barberena 初等教育総局 秘書 

Sra. Arline Calderòn 教員養成総局 局長 

Sra. Martha Lorena Illescas 継続研修局 特別局長 

 

マドリス県（Departamento de Madriz） 

Sr. Héctor Soto Vanegas MINED支局 局長 

Sr. William Iván Vanegas MINED支局 アドバイザー 

Sra. Carmen Isabel Ardón V. MINED支局 
学校インベントリーコーディネ

ーター 

Sra. 
Xilonem Rebeca Aguilera 

Martínez 
MINED支局 インフラコーディネーター 
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Sr. Mauricio José Rayo Acuňa MINED支局 
リスク連絡担当技術コーディネ

ーター 

Sr. Elmer Octavio Andino Calero MINED支局 建築・製図士 

Sr. Wilfredo Antonio Rodríguez G. MINED支局 測量士 

Sr. Erick David Pérez Benavidez 
サンファンデリオ

ココ市 MINED支局 
スーパーバイザー 

Sr. Sergio Osmani Zamora Matey 
サンファンデリオ

ココ市役所 
リスク削減管理技師 

 

ヌエバ・セゴビア県（Departamento de Nueva Segovia） 

Sr. Rolando Olivas Ardón MINED支局 局長 

Sra. 
Lesbia Yasusi González 

Valladarez 
MINED支局 インフラコーディネーター 

Sra. Norma Elena Díaz Huete MINED支局 
学校インベントリーコーディネ

ーター 

Sr. Bernard Reyes MINED支局 測量士 

Sr. Luis Soza MINED支局 測量助手 

Sr. Eddy Alonso Martínez González 
ウ ィ ウ ィ リ 市

MINED支局 
局長 

Sr. Marvin Rodríguez キラリ市役所 市長 

Sr. Edwin Antonio Molina Villalovo キラリ市 MINED支局 局長 

Sr. Denis José Jarquín López キラリ市 MINED支局 
災害連絡技術班（UTED)技官、指

導主事 

Sr. Santos Andrés Ramos Udiell ハラパ市 MINED支局 指導主事 

Sra. Martha Eudomilia Albir Soza 
オコタル市 MINED

支局 
局長 

Sr. Manuel Ignacio Guerrero 
オコタル市 MINED

支局 
統計担当 

 

財務省（Ministrio de Hacienda y Credito Publico） 

Sr. Bruno Gallardo 調達総局 局長 

Sra. Lissette Meza Franco 太平洋局 オフィサー 

Sra. Celia López Jarquín 調達基準局 局長 
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国土地理院（Instituto Nicaragüense de Estudios Territoriales, INETER） 

Sra. Socorro Sotelo 水資源総局 技術局長 

Sr. Julio Alvares Garcia 地質地球物理総局 火山局長 

Sr. Marcio Baca 気象総局 気象局長 

 

国家防災機構（Sistema Nacional para la Prevención, Mitigación y Atención de Desastres , SINAPRED） 

Sr. Jose Luis Perez 対応準備局 局長 

Sra. Maria Elena Quintanilla 対応準備局 アシスタント 

 

FISE 

Sr. Henry Medina Carrasco 県アドバイザー 

Sr. Oscar David Sanchez 局長 

 

国立工科大学 

Sr. Luis María Dicovskiy Riobóo 次長 

 

JICA ニカラグア事務所 

Sr. 大木 智之 所長 

Sr. 篠 克彦 所員 

Sr. 横山 雄祐 所員 

Sr. Omar Bonilla プログラムオフィサー 

 

「中米広域防災能力向上プロジェクトフェーズ 2」 詳細計画策定調査団 

Sr. 井後 穂高 調査団員 

 

 

（２）現地調査Ⅱ時（調査Ⅰ及びⅠ-2の面談者と重複しているものは省略） 

大統領府(Presidencia) 

Sr.  Salvador Vanegas 教育顧問 

Sr.  Miguel de Castilla 教育・文化顧問 

 

教育省（Ministerio de Educación, MINED） 

Sra. María José Enríquez 副大臣 

Sr.  Henry E. Jaime Sánchez 学校インフラ総局 総局長 

Sra.  Luvianka Suárez 学校インフラ総局 学校施設確認・基準局長 

Sr.  Eddy Gabriel Zepeda Reyes 学校インフラ総局 実施局長 

Sra.  Resbania Toledo Sabal 学校インフラ総局 維持管理局長 
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Sra. Alejandra Silva Hernández Z. 学校インフラ総局 投資前分析官 

Sr.  Didier A. García Solórzano 学校インフラ総局 分析官 

Sr.  Rigoberto Guardado 学校インフラ総局 財務コーディネーター 

Sra.  Soraya Quant Maltez 学校インフラ総局 施工管理官 

Sra.  Betsy Ariel Escobar 学校インフラ総局 補佐 

Sra.  Elsy Marenco Corea 法務室 室長 

 

外務省（Ministerio de Relaciones Exteriores） 

Sra. María Auxiliadora Vindel 日本・中国・台湾・韓国担当課長 

 

在ニカラグア日本国大使館 

Sr. 佐藤 正晴 特命全権大使 

Sr. 大野 正義 参事官 
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 資料４（１）討議議事録（現地調査Ⅰ）　英文
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 資料４（１）討議議事録（現地調査Ⅰ）　西文
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資料５           ソフトコンポーネント計画書 

 

１．ソフトコンポーネントを計画する背景 

（１）本プロジェクトの概要 

『ニカラグア国マドリス県及びヌエバ・セゴビア県教育施設整備計画』は、ニカラグア政府に

よるマドリス県及びヌエバ・セゴビア県における基礎教育での施設の整備に関する要請に基づき

実施される我が国の無償資金協力である。ニカラグアは洪水・土砂災害、地域によっては地震に

よる被害を受けてきたことから、計画対象校の選定に際しては、防災の観点（敷地自体が災害に

対し脆弱で建設地として不向き等）から学校敷地や施設の様々な自然災害に対する脆弱性につい

ての評価を行い、施工・治安・教育上の課題の確認を行った。 

 

（２）協力準備調査において把握された運営・維持管理、防災面の課題 

本プロジェクトの現地調査Ⅰから、学校施設の維持管理は学校関係者やコミュニティによって

おおむね良好に行われていることが確認された。同時に、施設の運営・維持管理は教育省（以下、

「MINED」という。）及び地方自治体からの支援に委ねられており、学校単位では定期的な修繕や

破損部の修繕費の工面が困難という課題が確認された。また、雨水排水不良による学校の敷地や

施設への損傷を軽減する必要性もあわせて確認された。 

一方、無償資金協力で整備される学校施設はニカラグアの学校設計基準に即するも、自然災害

から学校の敷地・施設の安全を守るため、本プロジェクトの現地調査Ⅰの結果を踏まえ、コンク

リート擁壁等の防災施設の整備を実施する。また、本プロジェクトの上位目標達成の確実性を上

げるためには、それら施設（ハード）と併せてソフト対策による補完が必要である。そのため、

本プロジェクトの準備調査において、学校関係者へのヒアリングや各調査対象校の「学校安全計

画」のレビューにより各学校が認識する災害リスク（災害脆弱性）や避難計画を把握し、防災に

関わるソフト面での課題として下記を抽出した。 

 

１）学校及びコミュニティの災害リスクの認識 

各学校における災害リスクの認識は、ヒアリング及び学校安全計画の記載事項から把握した。

学校関係者へのヒアリングにおいては、学校及びコミュニティで死者が発生するような大規模

な被災経験の話は聞かれなかったが、表 1 に示すとおり、地震による校舎のクラック、ハリケ

ーン等の強風による倒木、豪雨による小河川の水位上昇、雨水や風による土壁校舎の浸食など

を災害として認識している状況が確認された。しかしながら、各学校でどんな災害種への脅威

があるか正確に認識されていなかった。 
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表 1 各学校及び周辺家屋の災害履歴 

災害種 発生年 被害状況 災害種 発生年 被害状況

M-1 表面侵食 － 学校敷地の侵食 NS-1 地震、雨水による浸水 毎降雨時 被害は無いが、1～5cm程の浸水

M-3 ハリケーン 2013年5月 家屋被害25棟 NS-2 トルネード 2013年5月 学校近傍で発生。被害は無い

M-6 通学路の河川増水 大雨時 一部生徒の休校 NS-3

M-8 地震 2009年 近隣家屋のクラック NS-5 地震、雨水による浸水 地震：2014年4月、浸水：年4回程 小さなクラック、教室への浸水

M-9 地震 2009年 学校敷地での倒木、近隣家屋のクラック NS-6

M-10 NS-8 雨水による浸水 － 被害は無いが、10cm程の浸水

M-11 強風、地震 －、2009年 地震による小さなクラック NS-9

M-14 地震 2009年 クラック、照明の落下 NS-10 地すべり 2012年10月 近隣家屋のクラック

M-17 建物の風雨浸食 － 土壁（校舎）の侵食 NS-12

M-18 NS-13

M-19 NS-14

M-20 NS-15 通学路の河川増水 大雨時 一部生徒の休校

NS-18 表面侵食 － 敷地法面の侵食

NS-19

NS-20 ハリケーン 1988年、1998年 大きな被害無し

NS-23

NS-27 雨水による浸水 年1回程 被害は無いが、10cm程の浸水

NS-28

NS-29 通学路の河川増水 大雨時 一部生徒の休校

NS-30 強風 － 屋根の損壊

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

ID
災害履歴

ID
災害履歴

無し

 

２）避難計画策定における課題 

マドリス県、ヌエバ・セゴビア県では学校毎に避難場所・避難経路の設定、避難計画の策定

が行われている。また、一部の学校では避難訓練も実施されている。しかしながら、多くの場

合、避難計画はハリケーンや地震等の災害種に応じたケース毎の詳細な計画は策定されておら

ず、どのような災害種であっても一律に校内の広場（校庭）に集まり、その後安全な場所へ移

動するという計画となっている。このため、災害種によっては現在の災害時の行動により二次

災害を被ることにもなりかねないという課題がある。 

学校安全計画は自治体単位で様式が概ね決められており、各学校は様式に従って計画を策定、

毎年更新を行う事が基本となっている。学校安全計画のうち、避難計画については実態として

上記のとおり適切に策定されているとは言い難く、上述の1)同様、災害に対して問題意識を持

って災害リスクを正確に認識し、適切な対処を知ることが必要である。 

 

３）通学路の安全確保における課題 

学校関係者へのヒアリングを通じ、通学路における渡河部の危険性についてのコメントが得

られた。通学路に渡河部を有する学校では、登下校時に河川の水位が上昇した場合に保護者や

学校側の判断で登下校を中止、休校にする等の措置を取り、安全を確保しているものの、明確

な判断基準は存在せず、その客観性に課題がある。 

 

（３）協力事業実施後に必要となる取り組み 

上述の運営・維持管理に関する課題に対し、学校単位で費用負担等の対応は難しいことから、

本プロジェクトでは学校施設の構造方式として補強コンクリートブロック造を採用し、メンテナ

ンスが容易となるよう配慮している。また、学校施設の日常的な維持管理は学校関係者やコミュ

ニティによって良好に行われていることから、協力事業実施後に必要となる、学校施設維持管理

ワークショップやマニュアル、ガイドライン作成等のソフト面での取り組みは想定していない。

一方、雨水の浸水被害については排水設備の整備により浸水被害を軽減するが、協力事業実施後

の効果的、持続的な運用のため、施設の設置目的や適切なメンテナンスに関する技術指導が求め
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られる。 

また、上述の防災面に関する課題に対しては、下記に示す3つの取り組みが必要だと考えられる。 

 

1) 学校関係者の災害リスク認識と体制強化 

本プロジェクトによる施設整備後には、学校施設の更新に伴い、避難場所や避難経路、避難方

法の再設定が必要となる。それらを適切に設定する上では、校長・教員等の学校関係者が災害種

毎の災害リスクを正しく認識し、想定する災害種に応じた避難計画、対応計画を策定する能力を

有することが求められる。併せて、MINEDの学校側への指導・支援能力の強化が必要となる。 

 

2) 防災に関する資料作成および能力向上 

さらに、学校関係者は、想定すべき災害種を児童・生徒、保護者等に周知させ、災害の危険性

や発災時の対策についての認識を高めて学校及び地域の防災力向上に努めることが求められるた

め、防災に関する資料作成及び能力向上が必要である。 

 

3) 渡河禁止の判断基準 

また、通学路においては、雨季に水位が上昇して危険な河川を渡河する児童・生徒が存在する

学校（表 2参照）が多い（マドリス県：4校（12校中）、ヌエバ・セゴビア県：10校（20校中））こ

とから、渡河禁止（登下校禁止）の客観的な判断基準を設定し、通学路の安全を確保することが

必要である。 

表 2 河川もしくは沢の渡河部が通学路に存在する学校 

対象ハザード 生徒数

M-6 マドリス テルパネカ ヘスス・デ・ラ・ブエナ・エスペランサ 沢 不明

M-10 マドリス サン・ファン・デ・リオ・ココ エドムンド・ディーアス 沢 不明

M-14 マドリス サン・ファン・デ・リオ・ココ アルフォンソ・コルテス 川 不明

M-17 マドリス テルパネカ クリスト・レイ 沢 不明

NS-1 ヌエバ･セゴビア ハラパ シモン・ボリーバル 川 4

NS-2 ヌエバ･セゴビア キラリ
インスティトウート・トレス･デ･マルソ・テ
ルヌーラ・デ・ロス・プエブロ

川 150

NS-3 ヌエバ･セゴビア ハラパ カミロ・サパタ 沢 中学生の40%

NS-5 ヌエバ･セゴビア ハラパ ベインティーヌエベ・デ・フニオ 沢 150

NS-6 ヌエバ･セゴビア ハラパ ホセ・デ・ラ・クルス・メナ 沢、沢 80, 5

NS-14 ヌエバ･セゴビア キラリ サンタ・テレサ 沢 ほぼ全員

NS-15 ヌエバ･セゴビア キラリ ラス・セゴビアス 沢 7

NS-27 ヌエバ･セゴビア ハラパ エル･フンコ 沢 85

NS-29 ヌエバ･セゴビア ハラパ サンタ･ローサ 川、沢 10, 6

NS-30 ヌエバ･セゴビア キラリ ラ・ウニオン 沢 6

No. 県 市 学校名
通学に関する安全対策で考慮

すべき事項

 

 

以上のような課題および必要となる取り組みを踏まえ、以下２．以降で、上記の協力事業実施

後に必要となる取り組みをソフトコンポーネントの活動内容と設定し、その具体内容について記

載する。 

106



２．ソフトコンポーネントの目標 

本プロジェクトにおけるソフトコンポーネントの達成目標は以下のとおり。 

 学校施設及び通学路における災害リスクがMINED職員及び学校関係者、児童・生徒により正

しく把握され、災害発生時の学校関係者および児童・生徒の避難行動や通学時の災害リス

ク回避の対応能力が向上する。 

 

３．ソフトコンポーネントの成果 

本プロジェクトにおけるソフトコンポーネントの成果は以下のとおり。 

成果１ MINED職員及び学校関係者の防災能力が向上する。また、計画対象校において発生す

る可能性のある災害が、学校関係者及び児童・生徒に正しく理解・把握される。 

成果２ 本プロジェクトによる施設整備後の姿を踏まえた避難場所、経路、方法が適切に再

設定される。 

成果３ 登下校禁止の客観的な判断基準の設定により通学路の安全性が向上する。 

 

４．ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

成果1：MINED職員及び学校関係者の防災能力が向上する。また、計画対象校において発

生する可能性のある災害が、学校関係者及び児童・生徒に正しく理解・把握される。 

 活動 1-1：防災能力向上のためのセミナー 

・対象－MINED職員及び教員（学校長等） 

・内容－学校及び通学路等を含めた周辺地域にお

いて発生しうる災害を分かりやすく示し

た資料（ポスター）を作成し、対象者を

集めたセミナーでその活用方法を説明す

る。なお、ニカラグアにおいては、国家

災害機構（SINAPRED）の市レベル防災委

員会（COMUPRED）が、市の防災を担当し

ているため、アドバイザーとしての参加

を要請する。また、セミナーにおいては

避難計画の策定に関する情報提供も実施

する。 

 活動 1-2：学校別の対象災害種の選定及び周知 

・対象－教員、児童・生徒、コミュニティ代表者 

・内容－活動 1-1 のセミナーに参加した MINED職員が活動主体となり、各学校の教員、

児童・生徒等を対象にセミナーを開催する。学校別に発生しうる災害を選定

し、その結果を分かりやすく表現したポスターを学校に掲示する。 

 

成果2：本プロジェクトによる施設整備後の姿を踏まえた避難場所、経路、方法が適切に

再設定される。 

 活動 2-1：防災施設及び避難に関するセミナー／ワークショップの開催 

・対象－MINED職員、全対象校の教員 

 

 

 
ポスターに使用する災害種を示す絵の例 

(出典：米国 FEMA キッズ向け防災サイト) 
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・内容－整備後の学校施設のレイアウトや発生する頻度の高い災害種を考慮し、避難

場所や避難経路を設定し、それらを踏まえた避難訓練実施フォームをセミナ

ー／ワークショップを経て、参加者が作成する。また、排水設備等の防災施

設の維持管理について理解する。 

 活動 2-2：避難訓練の実施 

・対象－全対象校の教員、児童・生徒 

・内容－上記ワークショップで MINED職員及び対象校の教員が作成した避難訓練実施

フォームに基づいて、避難訓練を実施する。 

 

成果3：登下校禁止の客観的な判断基準の設定により通学路の安全性が向上する。 

 活動 3-1：登下校（渡河）禁止の基準水位の設定 

・対象－流路が比較的固定されている通学時に渡河する河川 

・内容－渡河禁止の画一的判断に資する危険レベルを設定し、水位標に危険レベルを

カラー表示して視覚化する。危険レベル設定の考え方は活動 3-3のワークシ

ョップの中で専門家が参加者に指導し、それを基に、現地河川にて専門家と

参加者が協働で基準水位を設定してカラー水位表を設置する。 

  
対象とする河川の例 対象としない河川の例 

 

 活動 3-2：ポスター、リーフレット作成・周知 

・対象－流路の固定に因らず、通学時に川、渓流、沢を渡河する全学校 

【マドリス県：4 校（12校中）、ヌエバ・セゴビア県：10校（20校中）】 

・内容－流れのある川を渡ることの危険性を喚起する資料を作成・周知する。 

 活動 3-3：通学時（増水時の渡河）に関するワークショップの開催 

・対象－活動 3-2 の対象校の教員、コミュニティ代表者 

・内容－ワークショップを実施し、歩行困難水深・流速の説明、現地での簡易流速測

定、理解度アンケート等を実施する。 
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表 3 各段階における活動内容、投入量 

ステージ：準備段階 
実施リソース 

日本側 相手国側 

活動内容 

 

成果1 ·············  

 

成果2 ·············  

成果3 ·············  

専門家とMINED県職員との協働、技術移転 

 

 防災総合ポスター原稿作成 
 セミナー資料の準備 
 防災施設及び避難に関するセミナー準備、避難訓練実施フォームの作成 
 カラー水位標の作成準備 
 ポスター、リーフレット原稿作成 
 ワークショップ資料等の準備 

人数・期間 総括1名、 

コミュニティ防災専門家2名 

各0.5M/M 

MINED職員各県1～2名 

各0.5M/M 

成果品  防災総合ポスター 
 避難訓練実施フォーム 
 ポスター、リーフレット 
 セミナー／ワークショップ資料 

  

ステージ：実施段階 
実施リソース 

日本側 相手国側 

活動内容 

 

成果1 ·············  

 

成果2 ·············  

 

成果3 ·············  

専門家とMINED市及び県職員との協働、技術移転 

 

 ポスター、リーフレットの印刷、設置 
 セミナーの開催 
 セミナーの開催、ワークショップの実施 
 避難訓練実施フォームの運用、避難訓練 
 ポスター、リーフレットの印刷、設置 
 ワークショップの実施（基準水位の設定、カラー水位標の設置） 

人数・期間 総括1名、 

コミュニティ防災専門家2名 

各1.0M/M 

MINED職員各県、各市1～2名 

各1.0M/M 

成果品  理解度アンケート 
 避難訓練実施フォーム運用版 
 訓練時ビデオ 
 カラー水位標 
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５．各セミナー／ワークショップにおいて期待される改善点 

ソフトコンポーネントの各活動において実施するセミナー／ワークショップにおいて期待さ

れる改善点および持続性を向上させる取り組みは以下のとおり。 

 

ワークショップ／セ

ミナー名 

① 総合防災ポスター及び避難訓練に関する全体セミナー（各市1回） 

対応する成果 

成果1「MINED職員及び学校関係者の防災能力が向上する。また、事業対

象校において発生する可能性のある災害が学校関係者及び児童・生徒に

正しく理解・把握される。」 

成果2「本プロジェクトによる施設整備後の姿を踏まえた避難場所、経路、

方法が適切に再設定される。」 

実施する活動 

活動1-1：防災能力向上のためのセミナー 

活動2-1：防災施設及び避難に関するセミナー／ワークショップの開催

（ここではセミナーを開催） 

期待される改善点 

（達成度の確認項目） 

【活動1-1を通じて期待される改善点】 

 MINED職員及び学校代表者が防災の基本知識や計画策定の目的・方

法を理解する。 

 災害種を示したポスターの配付・説明を通じ、MINED職員及び学校

の代表者が学校において発生しうる災害種及び防災への備えの重

要性について理解する。 

 MINED職員及び学校代表者が正しい防災知識を得ることで、各学校

の学校安全計画・避難計画の策定についてのMINED職員から学校職

員に対する指導がより充実する。 

【活動2-1を通じて期待される改善点】 

 MINED職員及び学校代表者の避難訓練に関する知識が向上する。 

 MINED職員及び学校代表者が、避難訓練実施フォームの作成を通

じ、各学校におけるワークショップで実施すべき取り組みの内容

を理解する。 

持続性を向上させる

ための取り組み 

セミナー／ワークショップの企画や資料作成等の準備段階から県内全

域を所管し、指導的立場にあるMINED県職員を参加させることで、ソフト

コンポーネントの活動終了後もMINEDが主体的に防災への取り組みを実

施できるよう技術移転を図る。また、県内他地域、他県への同種の取り

組みの水平展開を促す。 
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ワークショップ／セ

ミナー名 

② 防災施設管理及び避難訓練実施フォーム作成ワークショップ（各市1

回） 

対応する成果 
成果2「本プロジェクトによる施設整備後の姿を踏まえた避難場所、経路、

方法が適切に再設定される。」 

実施する活動 
活動2-1：防災施設及び避難に関するセミナー／ワークショップの開催

（ここではワークショップを開催） 

期待される改善点 

（達成度の確認項目） 

【活動2-1を通じて期待される改善点】 

 各学校の校長及び代表者の避難訓練に関する知識が向上する。 

 各学校における避難訓練実施フォームが各学校の校長及び代表者

によって作成される。 

 各学校の校長及び代表者が各学校において想定される災害種に応

じた学校固有の避難訓練を実施する必要性を理解する。 

 学校の防災に資する学校施設の軽微な維持管理（側溝の排水能力

確保のための清掃等）の重要性が理解され、実施されることによ

り、学校の安全性が向上する。 

持続性を向上させる

ための取り組み 

各学校の代表者に対し、学校独自で避難訓練実施フォームを避難訓練

毎に更新できるよう、その作成方法の技術移転を図る。 

 

ワークショップ／セ

ミナー名 

③ 総合防災ポスターセミナー及び避難訓練（各校1回） 

対応する成果 

成果1「MINED職員及び学校関係者の防災能力が向上する。また、事業対

象校において発生する可能性のある災害が学校関係者及び児童・生徒に

正しく理解・把握される。」 

成果2「本プロジェクトによる施設整備後の姿を踏まえた避難場所、経路、

方法が適切に再設定される。」 

実施する活動 
活動1-2：学校別の対象災害種の選定及び周知 

活動2-2：避難訓練の実施 

期待される改善点 

（達成度の確認項目） 

【活動1-2を通じて期待される改善点】 

 各学校において活動1-1で作成したポスターが掲示される。 

 各学校の教員が児童・生徒、コミュニティ代表者に対し、活動1-1

で作成したポスターを利用して防災教育を行い、児童・生徒、コ

ミュニティ代表者が学校において発生しうる災害種を理解する。 

【活動2-2を通じて期待される改善点】 

 各学校において作成された避難訓練実施フォームに基づく事前指

導が実施され、児童・生徒がその内容を理解する。 

 各学校において災害種に応じた避難訓練が実施される。 

 避難訓練の事後指導において、実施結果が評価され、次回に向け

た教訓が抽出される。 
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持続性を向上させる

ための取り組み 

事後指導における評価結果、抽出された教訓を、次回の事前指導に活

用する。 

ワークショップで作成した避難訓練実施フォームをテンプレートとす

ることで、毎回の計画策定と訓練実施に係る手間の簡素化を図る。 

 

 

ワークショップ／セ

ミナー名 

④ 通学時リスクに関するワークショップ（各対象校1回） 

対応する成果 

成果3 

「登下校禁止の客観的な判断基準の設定により通学路の安全性が確保さ

れる。」 

実施する活動 

活動3-1：登下校（渡河）禁止の基準水位の設定 

活動3-2：ポスター、リーフレット作成・周知 

活動3-3：通学時（増水時の渡河）に関するワークショップの開催 

期待される改善点 

（達成度の確認項目） 

【活動3-1を通じて期待される改善点】 

 教員もしくは保護者の主観に委ねられていた登下校禁止の判断

が、基準水位を利用することで客観的なものとなる。 

【活動3-2を通じて期待される改善点】 

 ポスターの掲示及びリーフレットの配付により、流れがある川を

渡ることの危険性が児童・生徒に周知され、通学路における危険

性及びそれらを回避する方法が理解される。 

【活動3-3を通じて期待される改善点】 

 通学路の渡河部付近の適切な位置に河川の危険レベルを視覚的に

判断するための水位標が地域との協働によって設置され、教員及

び保護者による登下校禁止（渡河禁止）の判断が適切に実施され

る。 

 地域の渡河に対する危険性の認識が高まり、地域全体の防災力が

向上する。 

持続性を向上させる

ための取り組み 

危険性の高い渡河部を有する学校においては、ワークショップにおい

て水位標の設置を地域住民と協働で実施することで、基準水位の設定か

ら水位標の設置までのプロセスが理解され、移設や再設置などの維持管

理に必要なノウハウを蓄積する。 

基準水位は水理的なバックグラウンドに基づくものとするが、現地に

おいては児童の膝の高さや、河床から30cm等の設定が容易な基準を採用

し、地形変化や水位標の劣化時の更新を容易なものとする。 
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６．成果達成度の確認方法 

成果達成度は、以下に示す方法により確認し、その確認項目は５．に示した項目に基づくも

のとする。 

 MINED職員及び学校教員を対象としたセミナーにおいて理解度調査をする。（成果１） 

 活動の準備段階から参加するMINED県職員に対して、全セミナー／ワークショップ終了後に

理解度アンケート調査を実施する。（成果１） 

 計画対象校において新しい避難計画（避難場所、経路、方法）が作成される。（成果２） 

 通学路の渡河部において、児童・生徒の渡河禁止を客観的に示す水位標が設置される。（成

果３） 

 

７．ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

現地調査I時のヒアリング結果より、マドリス県、ヌエバ・セゴビア県両県の計画対象校では、

これまでに大きな災害が発生していないことが確認された。その結果、学校に災害情報を伝達す

るMINED職員およびコミュニティの代表者や防災担当者の防災に関する知識や経験、技術レベルが、

上記ソフトコンポーネントを実施する上で不足していると判断された。 

以上のことから、本邦コンサルタントが直接的にソフトコンポーネントを実施することとする。

また、学校防災を担うメインのカウンターパート機関がMINEDであるため、MINED県職員（準備、

実施段階）、市職員（実施段階）をカウンターパートとして、協働で作業を行い、技術移転を図る。 

 

８．ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントの実施工程は、以下に示すとおり。 

 

表 4 実施工程表 

成果 活動内容 1月目 2月目 

成果１ 防災総合ポスター原稿作成、セミナー資料の準備       

ポスター等の印刷、設置、セミナーの開催       

成果２ 排水設備等の維持管理や緊急時の避難に関するセミナー／ワー

クショップの準備、避難訓練実施フォームの作成 

      

避難訓練実施フォームの運用、避難訓練       

成果３ カラー水位標の作成準備（材料準備、設置方法確認）       

ポスター、リーフレット原稿作成       

ワークショップ資料等の準備       

ポスター、リーフレットの印刷、設置       

ワークショップの実施（基準水位設定、カラー水位標の設置）       
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９．ソフトコンポーネントの成果品 

表 3にて示したとおり、ソフトコンポーネントの成果品は、成果1～3に分類し下記のものとす

る。 

 

成果1 

 セミナー教材 
 防災総合ポスター 
 理解度アンケート 

成果2 

 セミナー教材 
 避難訓練実施計画書 
 訓練時ビデオ 

成果3 

 カラー水位標 
 ポスター、リーフレット 
 ワークショップ教材 
 

 

１０．相手国側の責務 

 MINED県職員、市職員にワークショップ／セミナーに参加させ、各学校において主体的に活

動を行う。なお、各県、各市で実施する準備作業、ワークショップ／セミナー参加に係る

人件費、旅費は相手国側の負担とする。 

 ワークショップ／セミナーの開催場所（各市で開催するセミナー・ワークショップについ

ては25名まで収容可能な場所、各学校で開催するセミナー・ワークショップについては20

名まで収容可能な場所）を準備する。 

 本ソフトコンポーネントを通じて得られた知見を同市内、同県内に水平展開する。 

 本ソフトコンポーネントで作成したポスター及び資料について、適切に維持更新を図る。 

 渡河部に設置した水位標を清掃するなど、適切に維持管理し、万が一洪水等で破損した場

合には同様の水位標を再設置する。また、経年劣化による色褪せ、流路の変化による設置

箇所が不適切となった場合の対応も求められる。 

 

 

別添１ 日程表（案） 

  ２ セミナー／ワークショッププログラム（案） 
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別添１　ソフトコンポーネント計画　日程案

セミナー①： 防災総合ポスター及び避難訓練に関する全体セミナー　（成果1+成果2）→各市で実施（SomotoとTotogalpa、JicaroとMurraは合同開催）

ワークショップ②： 防災施設管理及び避難訓練実施フォーム作成ワークショップ　（成果2）→各市で実施（SomotoとTotogalpa、JicaroとMurraは合同開催）

セミナー③： 防災総合ポスターセミナー及び避難訓練　（成果1+成果2）→全校で実施

ワークショップ④： 通学時リスクに関するワークショップ　（成果3）→開催する学校は右表参照

セミナー③、ワークショップ④開催場所

1 2 3 セミナー③

総括
Encargado

コミュニティ防災1
Prevención de desastres en la comunidad 1

コミュニティ防災2
Prevención de desastres en la comunidad 2 避難訓練

通学時リス
クワーク
ショップ

水位標作成

1 Day 1 月 L M-1 ○
2 Day 2 火 M M-3 ○
3 Day 3 水 X M-6 ○ ○ ○
4 Day 4 木 J MINED（マドリス県、ヌエバ・セゴビア県）説明、関連部局許可申請 M-8 ○
5 Day 5 金 V ↓ M-9 ○
6 Day 6 土 S M-10 ○ ○
7 Day 7 日 D M-11 ○
8 Day 8 月 L M-14 ○ ○
9 Day 9 火 M M-17 ○ ○

10 Day 10 水 X M-18 ○
11 Day 11 木 J M-19 ○
12 Day 12 金 V M-20 ○
13 Day 13 土 S NS-1 ○ ○
14 Day 14 日 D NS-2 ○ ○ ○
15 Day 15 月 L NS-3 ○ ○
16 Day 16 火 M NS-5 ○ ○
17 Day 17 水 X NS-6 ○ ○
18 Day 18 木 J セミナー①、ワークショップ② @ Quilali NS-8 ○
19 Day 19 金 V セミナー①、ワークショップ② @ "Jicaro & Murra" @ Jicaro NS-9 ○
20 Day 20 土 S NS-10 ○
21 Day 21 日 D NS-12 ○
22 Day 22 月 L セミナー③、ワークショップ④ @ NS30 NS-13 ○
23 Day 23 火 M セミナー③、ワークショップ④ @ NS15 NS-14 ○ ○
24 Day 24 水 X セミナー③、ワークショップ④ @ NS14 NS-15 ○ ○
25 Day 25 木 J セミナー③、ワークショップ④（水位標含む） @ NS2 NS-18 ○
26 Day 26 金 V セミナー③ @ NS10、NS20、団内会議（オコタル移動） NS-19 ○
27 Day 27 土 S NS-20 ○
28 Day 28 日 D NS-23 ○
29 Day 29 月 L セミナー③、ワークショップ④ @ NS27 セミナー③ @ M20、M19 セミナー③、ワークショップ④ @ NS27 NS-27 ○ ○
30 Day 30 火 M セミナー③、ワークショップ④ @ NS3 セミナー③ @ M1、M11 セミナー③、ワークショップ④ @ NS3 NS-28 ○
31 Day 31 水 X セミナー③、ワークショップ④ @ NS6 セミナー③、ワークショップ④ @ M17、ハラパ（移動） セミナー③、ワークショップ④ @ NS6 NS-29 ○ ○ ○
32 Day 32 木 J セミナー③、ワークショップ④ @ NS5 セミナー③ @ NS13、NS18 セミナー③、ワークショップ④ @ NS5 NS-30 ○ ○
33 Day 33 金 V セミナー③、ワークショップ④ @ NS1 セミナー③ @ NS19、NS23 セミナー③、ワークショップ④ @ NS1
34 Day 34 土 S
35 Day 35 日 D
36 Day 36 月 L セミナー③ @ NS8、NS9 セミナー③ @ NS12、NS28 セミナー③ @ NS8、NS9
37 Day 37 火 M
38 Day 38 水 X
39 Day 39 木 J
40 Day 40 金 V
41 Day 41 土 S
42 Day 42 日 D
43 Day 43 月 L
44 Day 44 火 M
45 Day 45 水 X

Grupo 1（主に、マドリス県）

Grupo 2（ヌエバ・セゴビア県）

ID

↓

ワークショップ④

日本⇒マナグア
教育省及び関連部局説明、JICA現地事務所説明

マナグア⇒地方（オコタル）へ

ポスター、リーフレット原稿、ワークショップ準備

ワークショップ準備

ポスター、リーフレット原稿作成

↓

セミナー・ワークショップ教材（避難訓練実施フォーム、理解度アンケートを含む）作成

↓

↓

↓

セミナー、ワークショップ準備

セミナー③ @ M9、M8

セミナー、ワークショップ準備
セミナー①、ワークショップ② @ マドリス県、San Juan Del Rio Coco、ハラパ（移動）　合同実施

セミナー①、ワークショップ② @ ヌエバ・セゴビア県、Jalapa　合同実施

セミナー③、ワークショップ④（水位標含む） @ NS29　合同実施、ハラパ⇒オコタル（グループ1）
セミナー①、ワークショップ② @ Telpaneca

セミナー①、ワークショップ② @ "Somoto & Totogalpa" @ Somoto、団内会議（オコタル移動）

ビデオ、資料整理

ビデオ、資料整理
セミナー③、ワークショップ④ @ M10
セミナー③、ワークショップ④ @ M14

セミナー③ @ M3、M18

⇒日本

セミナー③、ワークショップ④（水位標含む） @ M6、団内会議（オコタル移動）

ビデオ、資料整理

ビデオ、資料整理

ビデオ、資料整理

ビデオ、資料整理

（調査予備日／成果品作成）、ハラパ⇒オコタル移動

理解度アンケート調査（対象：MINED県職員）の実施と結果整理
MINED（マドリス県）報告、成果品作成

MINED（ヌエバ・セゴビア県）報告、地方（オコタル）⇒マナグア移動、成果品作成

成果品作成

成果品作成、報告書印刷

報告書印刷、教育省完了報告、JICA現地事務所説明

マナグア⇒

ステージ：実施段階

ステージ：準備段階
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時刻 内容

1 08:45 – 09:00 (15min) 受付

2 09:00 – 09:10 (10min)
活

動
1‐
1

ソフトコンポーネントの目標、成果、活動についての説明

3 09:10 – 09:30 (20min) 災害種の説明（洪水、土砂災害、ハリケーン、地震等）

4 09:30 – 09:45 (15min) 防災総合ポスターの内容、活用方法の説明

5 09:45 – 09:55 (10min) 質疑応答

6 09:50 – 10:00 (10min) 休憩

7 10:00 – 10:20 (20min)

活
動

2‐
1

避難訓練計画の内容（概論【目的、日時、想定災害、避難
場所、訓練内容・要領・展開、役割、事前・事後指導】）

8 10:20 – 10:35 (15min) 避難訓練実施フォーム（避難訓練計画）の説明

9 10:35 – 10:50 (15min) 避難訓練実施の説明（ビデオ放映）

10 10:50 – 11:00 (10min) 質疑応答

セミナー・WS対象者（想定参加者数）

マドリス県：4市・3回、計20名程
※Somoto , Totogalpaは合同開催

ヌエバ・セゴビア県：4市・3回、計25名程
※Jicaro , Murraは合同開催

MINED県職員（2名程）、市職員（各市2名程）、各学校
代表者2名程（マドリス：12校、ヌエバ・セゴビア：20校）、
COMUPRED（各市2名程）

1

①防災総合ポスター及び避難訓練に関する全体セミナー（各市1回）

時刻 内容

1 12:00 – 12:05 (5min) 概要説明

2 12:05 – 14:05 (120min)

活
動

2‐
1 各校の避難訓練実施フォーム（避難訓練計画）作成

3 14:05 – 15:35 (90min) 避難訓練実施フォームのプレゼン、意見交換

4 15:35 – 16:30 (55min) 排水設備等の防災施設のメンテナンス

セミナー・WS対象者（想定参加者数）
【活動主体：成果1セミナーに参加したMINED県及び市職員】

マドリス県：4市・3回
※Somoto , Totogalpaは合同開催

San Juan de Rio Coco【5校】, Telpaneca【5校】, Somoto & Totogalpa【各
1校】の対象校の校長及び学校代表者（2名程）、COMUPRED（各市2
名程）

ヌエバ・セゴビア県：4市・3回
※Jicaro , Murraは合同開催

Jalapa【11校】, Quilali【6校】, Jicaro 【2校】& Murra【1校】の対象校の
校長及び学校代表者（2名程）、COMUPRED（各市2名程）

2

②防災施設管理及び避難訓練実施フォーム作成ワークショップ（各市1回）
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時刻（午前、午後それぞれの場合） 内容

1 09:00 – 09:05 13:00 – 13:05 (5min) 概要説明

2 09:05 – 09:20 13:05 – 13:20 (15min)

活
動

1‐
2,
 2
‐2

災害種の説明（洪水、土砂災害、ハリケー
ン、地震等）

3 09:20 – 09:35 13:20 – 13:35 (15min) 防災総合ポスターの内容説明、災害選定・
ポスター掲示

4 09:35 – 09:50 13:35 – 13:50 (15min)
避難訓練の事前指導（ビデオ放映or避難
の仕方等）

5 09:50 – 10:00 13:50 – 14:00 (10min) 質疑応答

6 10:00 – 11:00 14:00 – 15:00 (60min) 避難訓練実施準備

7 11:00 – 11:30 15:00 – 15:30 (30min)

活
動

2‐
2 避難訓練実施

8 11:30 – 11:45 15:30 – 15:45 (15min) 事後指導（評価、講評）、アンケート※

セミナー・WS対象者（想定参加者数）
【活動主体：成果1セミナーに参加したMINED県及び市職員】

マドリス県、ヌ
エバ・セゴビア
県全校共通

活動1‐2 教員（3名程）、小学校の中～高学年もしくは中学校【学校の規模により代
表クラスを選定して実施する場合もある】、コミュニティ代表者（10名程）

活動2‐2 全教員、児童・生徒、（コミュニティ代表者）

3

③防災総合ポスターセミナー及び避難訓練（各校1回）

時刻 内容

1 13:00 – 13:05 (5min) 概要説明

2 13:05 – 13:30 (25min)

活
動

3‐
1,
 3
‐2
, 3

‐3

歩行困難水深・流速の説明（ビデオ放映）

3 13:30 – 14:15 (45min)
ポスター、リーフレットの説明、
【現地実習】簡易流速測定（近隣に川がある学校のみ）or
ビデオ放映

4 14:15 – 16:15 (120min) 【現地実習】登下校禁止の基準水位の設定実習

4’ 14:15 – 14:30 (15min) アンケート※の実施（通学時に渡河する河川がない場合）

5 16:15 – 16:30 (15min) アンケート※の実施（通学時に渡河する河川がある場合）

WS対象者（想定参加者数）

マドリス県： 4校
ヌエバ・セゴビア県：10校

教員（2名程）、コミュニティ代表者（10名程）
（MINED県、市職員1～2名）

4

④通学時リスクに関するワークショップ（対象校1回）

※成果1の成果品の理解度アンケートとは異なる
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